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研究成果の概要（和文）：　本研究は、敵討ち物実録を複写物等を通じて収集し、内容分析を行うことにより、従来知
られていなかった敵討ち物実録の内容を把握することができ、解題（未公開）サンプル数を充実させることができた。
また、この作業を通じて、敵討ち物実録には多くの「創作」と認められるものが存在することや、それらの中には、す
でに他の実録にもみえる数々の趣向を巧みに利用し、ストーリーを作り上げているものもあることがわかり、実録の作
られ方のひとつの方法を見つけることができた。この他、実録が読本や歌舞伎と影響関係がある事例を見出してもいる
。

研究成果の概要（英文）： This research clarifies of the revenge thing memoir which was hardly learned 
about so far clearly through reading's and copy's collecting the revenge thing memoir left in the whole 
country, and could increase a sample of a bibliography of a revenge thing memoir (unreleased).
At the same time,it revealed that the revenge thing memoir by which much "fiction" was done exists and 
that there is also something which uses many plots which seem to be appropriated for other memoirs 
skillfully and completes a story in those already and find one way of how to be made a memoir by content 
analysis of a collected revenge thing memoir. Additionally, a memoir　also　searches cases that there are 
a novel,Kabuki and an influential relation.

研究分野：近世文学

キーワード： 実録　敵討ち　近世文学

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 本研究開始当初の背景は総じて述べると、
次のようである。 
・実録研究そのものが歴史が浅く、研究が全
体的に遅れていること 
・実録全体における敵討ち物実録の割合の高
さと未発掘のものが多いこと 
・「創作」と認められる敵討ち物実録につい
ての扱い方がいまだ定まっていないこと、な
どを挙げることができる。 
以下、もう少し具体的に説明していくこと
にする。 
 
 近世に主として写本で作られ読み継がれ
た「実録（実録体小説）」というジャンルの、
本格的な研究が行われるようになったのは、
昭和 50 年代に入ってからであり、他の近世
散文小説類の研究に比べて遅く、未開拓な分
野とされている。これまでに『日本古典文学
大辞典』（岩波書店）に立項されるような、
いわば実録を代表する題材における、諸本の
整理、系統作りを中心とした研究、さらに、
事件の経緯をあらわした筋立てや、中心的人
物の造型の変化をたどる研究がなされてき
ており、それは現在も続けられている。また、
実録は読本、草双紙、講談、歌舞伎、浄瑠璃
といった他ジャンル文芸の素材として用い
られたことまではわかっているが、具体的に
何という実録が他ジャンル作品の素材にな
っているかはなかなか突き止められず、この
方面の研究も、近年は活発に行われてきてい
る。要するに、個別具体的な題材を中心に据
えて、その題材そのものの転化成長をたどる
研究と、その周辺領域（他ジャンル文芸）と
の交流を明らかにする研究が主として行わ
れてきたわけである。 
しかし、そもそも実録の全貌がいまだに把
握できていない。実録は、「どれぐらい残存
しているのか」、「どのような事件を題材にし
た実録が、どのような書名で、どこに存在し
ているのか」という情報が得にくいためであ
る。これらのことが、実録研究のみならず近
世文学研究を推進していくための、大きな障
害となっている。 
前者については、限られた所蔵機関のもの
については、書誌的事項や目録のデータベー
ス化が行われているものの、氷山の一角と言
わざるを得ない。 
そして後者についてはもっと深刻である。
実録の書名は、事件との関連を予想できない
ような書名を持つものが少なからずある（た
とえば『殺報転輪記』が「伊賀越えの敵討ち」
を題材にするなど）ためである。さらに、同
内容でありながら別の書名を持つ実録も相
当数ある。つまり、目当てとする実録の書名
に通じていなければ資料検索することも困
難であり、このことが解題等の整備が進んだ
他ジャンル文芸よりも実録研究が遅れてい
る大きな原因となっている。代表者は、本研

究開始以前、『近世実録の研究』（2008 年・汲
古書院刊）の中で「実録書名一覧稿」を作成
し、主要な実録にみられる、異なった書名を
題材別に紹介し、研究の便を図った。 
いっぽう、近世に行われた数々の敵討ちは、
さまざまな記録類のほか聞き書き、随筆、一
枚刷りといった歴史的資料に数多く残され
ているが、文芸においても、架空の敵討ちを
含め、小説・絵本類・芸能など、広く取り入
れられている。そしてまた、近世に起きた事
件の顛末を物語風に書き綴った写本の実録
にも、敵討ちを題材とするもの（敵討ち物実
録）は多数認められ、お家騒動など、他の種
類の事件を題材にしたものに比して、群を抜
いて多い。 
代表者は、実録研究を推し進めていく中で、
敵討ち物実録が、相当の種類が作られ、それ
らは内容がほとんど明らかになっていない
こと、それらは他ジャンルの素材となったも
のが多数あると見込まれたこと、さらに、ま
とまった分量の実録が新たに出現したとい
う情報をしばしば得ることができ、そこには
未発掘の敵討ち物実録も少なからず含まれ
ており、それらを公にすることが、実録研究
の立場としての急務の課題であると考えた。 
また、敵討ち物実録の内容をある程度調査
していると、明らかに創作と認めてよいもの
が多数存在し、それにも関わらず、「事実」
として認識・享受されている。この問題につ
いては、本研究開始以前に拙稿「「お春の敵
討ち」物実録の生成」（『日本文学』59-10）
において、実録が写本でしか流布できなかっ
たことが却って事実性を付与することにな
ったと論じたが、他にも要因があったと考え
られる。そのひとつとして、敵討ち物実録の
筋立ての方法があるのではと思い至り、創作
と見なせる敵討ち物実録の、筋立ての分析の
必要性を強く感じるようになった。 
 
２．研究の目的 
 
 如上の背景を踏まえた研究の目的は、次の
通りである。 
（１）未発掘の敵討ち物実録の情報を収集、
実地に調査することで、「どのような敵討ち
事件を扱った実録があり、何という書名で流
布していたのか」を明らかにする。最終的に
はデータベース化を視野に入れつつ解題を
執筆、整備するが、この研究は、実録の情報
が圧倒的に不足している現状のもと、実録研
究者のみならず、他ジャンル、他分野研究に
も有益な情報を提供することが目的である。 
 
（２）調査した敵討ち物実録が、版本小説や
演劇作品など、同時代他ジャンル文芸の素材
となっている事例を探し出し、両者を比較検
討し、双方の関係を解明する。この研究は、
他ジャンル文芸研究の側にも資するもので
あり、また、素材としての実録を指摘するこ
とは、広い視点に立てば、従来の近世文学史



に修正を促す可能性も含まれている。また、
実録と他ジャンル作品との比較を通じて、そ
れぞれの本質的特徴を見出すことも、目的の
ひとつとなる。 
 
（３）創作と見なせる敵討ち物実録の、「事
実」性を獲得する方法を解明し、当時の人び
との「事実」認識のあり方を探る。ストーリ
ーの組み立て方や行文など、実録のスタイル
を分析し、「事実」性の獲得に関係する特徴
を見出すことが大きな目的である。また、他
ジャンル文芸や同時代の文化・思想にまつわ
る言説を手がかりとして、架空の事件を扱っ
た実録を「事実」と認識する、当時の民間に
おける「事実」認識のあり方も探っていきた
い。換言すれば、実録を文学研究の題材とし
てだけでなく、当時の民衆の思想的側面を解
明する一助として扱うということである。 
 
３．研究の方法 
 
 「２.研究の目的」で述べた（１）（２）（３）
に分けて、説明・報告する。 
（１）未発掘の敵討ち物実録の調査・収集に
ついては、まず、調査すべき実録のリスト作
成を行う。国文学研究資料館「日本古典籍総
合目録データベース」や、各所蔵機関の蔵書
目録等に基づいたり、研究代表者がメモとし
て作成している実録の所在リストを利用し
たりしながら、これまで公に知られていない
敵討ち物実録と目される書名・請求記号をリ
ストアップして、調査の台帳を作成した。ま
た、後に解題を作成することを考慮して、必
要となるデータの項目も作成、入力できるも
のについては入力していった。 
 そのうえで、台帳に基づいて実地調査に赴
く。調査先では原本の書誌的事項の調査と、
デジタル撮影を行う（国文学研究資料館のマ
イクロフィルムがあるものについては、原則
としてそこから複写する）。 
 調査・収集した敵討ち物実録については、
熟覧の後、解題原稿を作成していく。解題は、
書名・書誌的事項（書誌調査を主目的とする
わけではないので、書型・巻冊数・序跋の情
報・書写年代・印記・備考など、必要なもの
に絞る）などのデータをパソコン入力すると
ともに、内容の梗概を記録し、また、内容上
の特徴についても略記していくものである。 
 また、実地調査は、これまでの研究活動を
通じてすでに実録の所蔵点数が多いことが
判明している所蔵先や、点数が多くなくても、
未発掘の敵討ち物実録の所蔵情報を得てい
る所を優先的に行うことにした。 
 
（２）他ジャンル文芸への影響・交流関係の
調査については、小説類であれば浮世草子・
読本・草双紙を重点的に、それぞれのジャン
ルの作品を網羅的に通覧している資料や目
録類を利用し、演劇関係であれば、同様の資
料・目録類の他、作品における登場人物の事

典のようなものも参照し、書名や外題・登場
人物名・作品の内容解説などから、実録との
関係を予想させる作品をピックアップする
ことを、はじめに行う。 
 次に、ピックアップした作品を収集する。
信頼できる翻刻資料や原本のマイクロフィ
ルム資料が備わる場合はそれらを収集し、実
地調査は必要に応じて実施していくことに
した。 
 そのうえで、収集した資料を熟覧し、実録
と対照させる。実録同様、他ジャンル文芸に
ついても内容の梗概をまとめ（実録との比較
で記されるトピックの順序が異なる場合が
あるので、極力、ストーリーの流れに沿って
まとめていくことにする）、また、登場する
人物についてもメモを作り、実録との対照の
便を図る。また、それぞれの作品の書写年や
成立年、内容上の特徴から、前後関係を考え
ていく。 
 
（３）創作と見なせる実録の「事実」性獲得
方法の解明については、２で記したように、
実録の内容上のスタイル分析を行う。（１）
等により収集した実録の熟覧や作成した解
題原稿の確認を行うことにより、注目すべき
事項を抽出していく。行文にも注意しなけれ
ばならないため、丁寧に本文を読み込んでい
く。また、当時の歴史資料や随筆、思想書と
いった周辺資料に収められている敵討ちに
ついての言説や、実録、他ジャンル文芸等に
まつわる記述について、事件や事実認識の問
題に関わる事柄を確認していく。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の実施期間における研究成果は、以
下のようである。これについても、「２.研究
の目的」で述べた（１）（２）（３）に分けて、
説明・報告する。 
（１）については、研究期間中に、画像デー
タとマイクロ複写合わせて約８０点の敵討
ち物実録やその周辺資料を収集した。随時内
容熟覧と解題執筆を行い、約５０点について
は解題を作成することができた（現段階では
未公開）。この間、国立国会図書館、国立公
文書館、国文学研究資料館をはじめ、高鍋市
立図書館、島根大学附属図書館、関西大学図
書館、弘前市立図書館、北海学園大学北駕文
庫等において、所定の実地調査を行い、書誌
調査とデジタル撮影を行っている。これらの
他、研究期間中に、九州大学附属図書館雅俗
文庫、姫路文学館、東京大学教養学部国文漢
文学研究室といった公的機関や近隣在住の
個人宅など、まとまった実録蔵書の所在情報
を新たに得ることができ、実地調査・デジタ
ル撮影を行うことができた。 
なお、弘前市立図書館の実録を調査したと
ころ、『中興義信伝』という、他所では所蔵
を聞かない実録が複数所蔵されていること、
『芸州義信伝』という同内容異書名のものが



あること、『師恩報讐記』という、上記二書
を簡略化した内容を持つものが見つかった
ことなどから、今後の課題として、地方にお
ける実録写本の伝播について考えていくた
めの、有益なヒントを得ることができた。 
 また、この研究の過程では、実録ではない
ものの、其鳳著『敵討会稽錦』という浮世草
子を公にすることができた。この作品は当時
の版元の広告類には書名が載るが現存が確
認できなかったものであり、本書の出現によ
り、これまで決着がついていなかった来義庵
南峯なる人物と其鳳との関係が、同一人物で
ある可能性を高めることができた。本作品に
ついては、島根大学附属図書館堀文庫の調査
にてデジタル撮影し、『雅俗』12 号～14 号に
て解題と翻刻を掲載した。 
 
（２）については、「七北田（ななきた）の
敵討ち」と称される、陸奥国七北田で行われ
た敵討ちを扱った実録の、他ジャンル文芸と
の関わりについて調査・考察できたことが、
第一の成果として挙げられる。従来、仙台市
民図書館所蔵の『敵討七北田』のみが、国文
学研究資料館のマイクロフィルムに収めら
れ閲覧できたが、その異本『敵討仙台安永録』
が天理図書館に存することがわかり、両者を
比較し天理本先行と結論付け、さらにこの実
録が速水春暁斎画作の絵本読本『絵本誠忠
録』後半部の種本として用いられていること、
実録の筋を再構成し、登場する女性を潔癖な
性格にすることなどの読本としての特徴を
見出すことができた。それだけでなく、この
実録が、寛政八年初演の歌舞伎「敵討安栄録」
との影響関係があることを発見することが
できた。これらの成果については、『鯉城往
来』15 号に発表している。 
 また、弘前市立図書館にのみ現存する実録
『誠顕常陸帯』を調査した結果、行文の一部
が一致していることや登場人物名の一致か
ら、柳園種春作の読本『現過思廼柵』と影響
関係があることが判明した。この読本は、従
来典拠が指摘されているが、今回、あらたに
関係する実録を発見することができた。この
ことについては、『天空の文学史 雲 雪 
風 雨』における代表者担当部分にて触れて
いる。 
 この他、未発表ではあるが実録『荒川武勇
伝』が、二世南杣笑楚満人作の読本『絵本荒
川仁勇伝』の典拠であることも確認している。 
 
（３）については、創作物と認められる実録
『荒川武勇伝』の筋立てに注目し、本文中に
みえる数々の趣向が他の実録にも用いられ
ているものと予想し、『荒川武勇伝』の主な
趣向を抽出し、他の実録にみえる例を挙げて
いくことで裏付けていったことが、成果とし
てまず挙げられる。このことによって、「事
実」を標榜する実録を「創作」するときの、
実録作者の方法のひとつを明らかにするこ
とができた。この研究成果については、西日

本国語国文学会で口頭発表し、そこにおける
質疑等を踏まえ、『文学』16 巻 4 号に論文を
発表した。 
また、本研究の過程において、「久留米騒
動」と呼ばれる、宝暦期の筑後国久留米の百
姓一揆を題材とした実録を調査する機会に
恵まれ、東京大学総合図書館や久留米市立図
書館などに存するこの実録群を悉皆的に調
査し、諸本系統を明らかにすることができた。
そのうえで『筑後国郡乱実記』を中心にして
内容の分析を加え、鎮圧する側、一揆の側そ
れぞれに英雄的人物を設定することで、物語
として面白さを創り出しつつ、読者にとって
は内容に共感をもたらし、また実録性も備え
ていることを指摘することができた。この成
果については『雅俗』11号に掲載された。 
 なお、本研究に付随した成果としては、怪
談を扱った実録について、幽霊が登場すると
きに風が吹く描写が多いという事例を踏ま
え、実録『報怨奇談』、読本『雨月物語』「菊
花の約」、読本『現過思廼柵』の、幽霊が現
れる部分の分析を行い、幽霊が登場する時だ
けでなく姿を消す時にも風が吹くこと、「陰
風」の語について、『雨月物語』での使用例
が当時としては珍しいものであることなど
を指摘することができた。この成果について
は、『天空の文学史 雲 雪 風 雨』の代
表者担当箇所にて述べている。 
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